
評価の観点

評価は、一般的に、ストラクチャー（構造）、プロセス（過程）、アウト
カム（結果）の観点から行う。健診・保健指導の最終的な評価はアウ
トカム（結果）で評価されることになるが、結果のみでは問題点が明ら
かにできず、改善方策が見出せない場合が多い。そこで、結果に至
る過程を評価し、事業の基盤である構造について評価することが必
要となる。

また、最終目標のアウトカム（結果）評価は数値であるため、データ
を採るためには数年間かかることから、アウトプット（事業実施量）の
観点から評価を行うこともある。
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